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本稿は北京大学の学士教育改革「元培計画」に焦点をあて，「元培計画」
の理念と制度を分析することによって，教養教育改革における「元培計画」
の意義を明らかにし，中国における教養教育改革の課題を提起することを目
的とする。中国の教養教育改革は市場経済に対応する人材養成制度を模索す
る中で行われていたが，教養教育がカリキュラムの中に組み込まれたにもか
かわらず，その位置は専門教育を中心に構築したカリキュラムに付随する部
分に過ぎなかった。 2001年度に発足した「元培計画」は，中国において初め
て教養教育を中心にカリキュラムを再編する実験であり，従来の専門家養成
制度からの転換を目指した試みであった。「元培計画」によって導入された教
養教育制度は，学士教育だけでなく教育段階全体を視野に入れる改革の必要
性を提起したのである。
1 • 問題の所在
中国では， 1984年に経済に市場原理を導入して以来，計画経済と対応した専門
家の養成を行ってきた高等教育制度も改革が迫られた。職業と直結した狭い専攻
に基づいた専門家養成制度を修正し，市場経済に対応する人材養成制度を模索す
る中で，より広い知識や技能を身につけた人材を養成することが教育目標になっ
てきた。そのため，専攻の幅を広げ，学際的な教育内容を増すことがカリキュラ
ム改革の重点となってきた。
小林 (1980)は， 1970年代におけるフランスと旧西ドイツの一般教育導入の動
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きについて論じたさい，「大学が極めて強い専門教育機関としての伝統を持つとこ
ろでは，一般教育が制度として組み込まれることが容易ではない。その場合，一
番訴える改革原理は狭い単一分野の専門教育に対する学際的専門教育の導入とい
うことである」(2)と指摘した。それは中国の場合，特に顕著に現れる。中国の教養
教育改革はまさに「単一分野の専門教育に対する学際的専門教育の導入」から始
まったものである。また，建国当初から導入された専門家養成制度の影響が強か
ったので，教養教育を制度化することが非常に困難であった。 1985年以降，高等
教育制度の改革に伴い，教養教育が重視されるようになり，教養教育に関する研
究も盛んに行われるようになったが，これらの先行研究において，教養教育の理
念と各大学内部の制度化実践例に関する研究が蓄積されたものの (3)' 専門家養成
制度との衝突から中国全体の教養教育の制度化過程を論じるものはほとんどなか
った。本研究はこのような教養教育の制度化過程を解明する研究の一環として，
中国において初めて「教養教育制度」を導入する北京大学元培計画の実験を考察
するものである。
楊嵐 (2006)が明らかにしたように，中国の教養教育改革は1984年以降に市場
化への対応を目的に行い，学科間科目選択制度の確立により教養教育改革の第一
歩を踏み出した。そして90年代後半，文化資質教育科目の導入により，従来の政
治教育と違う教養教育科目が初めてカリキュラムの中に取り込まれるようになっ
た(4)。1998年以降，資質教育 (5)の理念の下で教養教育の改革が更に推進されたが，
教養教育科目が専門教育を中心に構築されたカリキュラムに付随する部分に過ぎ
なかったので，専門教育の理念と制度を揺るがすことはできなかった。そのため，
教養教育を中心にカリキュラムを構築する元培計画がもたらす衝撃が大きいので
ある。
元培計画は北京大学の元学長の名前から命名された学士教育の改革で，アメリ
カの大学を広く参考にして策定されたものである (6)。元培計画では「教養教育を
強化し，専攻の幅を広める」という理念の下，学生は入学時に専攻を決めず，
1 -2年次で教養教育を受け， 2年次の後半に専攻を選択することになる。この
ような制度は専門教育中心の専門家養成制度と異なり，教養教育を中心にカリキ
ュラムを編成するため，元培計画の関係者は「教養教育制度」(7)と名づけている。
この改革の画期的な意義は，中国において初めて募集時に専攻を決めず，学生が
入学後に自由に専攻を選択する点である。従来の改革では乗り越えにくい専攻の
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束縛から自由になったところから，旧ソ連をモデルにした専門家養成制度の終結
を宣告するとも報道された(8)。そのため，元培計画は2001年に発足して以来，た
ちまち社会の注目を浴び，アメリカの "SCIENCE誌”にもゼネラリスト養成方
式の実験として紹介され(9)' 中国教育部も学士教育改革のモデルとして推奨した。
また，その影響を受けて， 2003年以降，元培計画の制度を部分的に導入し，学生
を専攻ではなく学部で募集し，最初の 1-2年次で教養教育を実施する大学が増
えてきた(10)。この意味で，元培計画は中国の教養教育改革に 1つの方向性を示し
た存在と言えよう。
しかし，中国教養教育改革のシンボルとされている元培計画ではあるが，発足
当時から様々な問題を抱えていた。実際，元培計画は実行されて 5年経つが，立
案当時に計画した全学への適用は一部分に止まり，最初に想定した「文理学院」(11)
の全学レベルでの設立までは実現できなかった。 2005年度から，復旦大学は中国
において初めての文理学院を発足し，元培計画に近い理念と制度で全学の一年生
に教養教育を実施するようになったが，元培計画の特徴となる専攻の自由選択は
導入されなかった(12)0 
2006年になると，元培計画に関する研究が急増して，特に北京大学教育学院が
「大学の学士課程における教養教育に関する研究」プロジェクトの中で，元培計画
実験クラスをさまざまの角度から調査，分析し，いくつかの研究成果を発表し
た(13)。これらの研究は，主に専門教育と教養教育の関係や教養教育理念の中国へ
の適用に関する問題を論じたものである。
筆者は，元培計画が専門教育中心のカリキュラムと反対に，教養教育中心にカ
リキュラムを再絹する実験であるがゆえに，前述した教養教育制度と専門家養成
制度との矛盾が最も顕著に現れているととらえている。この意味では，元培計画
の理念と制度の問題点を分析することは北京大学だけでなく，中国の教養教育改
革を推進していく上で示唆を与えるものと考えられる。そこで，本稿は元培計画
の理念と制度を分析することによって，教養教育改革における元培計画の意義を
明らかにし，中国における教養教育改革の課題を提起することを目的とする。
2. 元培計画の背景
2 -1 元培計画以前の教養教育改革 (1984-1998)
1984年に経済に市場原理が導入されるまで，中国の高等教育制度は専門家の養
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成を目的とするものであった。専門家養成制度の下で，大学は目的別に単科大学
と文理系だけの総合大学に改編され，学生は国家建設の需要に応じて細かく定め
られた専攻によって募集され，統一した教学計画(14)に基づいて学習した後，その
分野の専門家として専攻に合った職場に配置されるようになっていた。したがっ
て，教育内容も職業に直結する専門教育を主としたものであり，教養教育の内容
はスキルとしての外国語，身体を鍛える体育，社会主義の思想を確保するための
政治科目という共通科目しかなく，その中で特に政治科目が社会主義後継者の一
般教養として重視されていた。
市場経済への移行に伴い，計画的に国家建設に必要な人材を養成することが不
可能になり，専門家養成制度にほころびが見えはじめた。市場化対応の中で，教
育目標が専門家養成から社会の変化に対応できる人材の養成に変化し，より幅広
い知識を習得するために，一部の大学に学科間相互選択制度が導入されるように
なった。これが教養教育改革の発端であった。この時期の教養教育は2種類に分
かれ，従来の共通科目以外に他の分野の選択科目が2-3科目課され，統一教学
計画の外に置かれた。
1993年，市場経済全面導入期以降，新たな人材養成方式の模索の中で学科間相
互選択制度が改善され，履修科目の数が増えただけでなく，選択の幅も広くなっ
た。実施方式としては，副専攻制度，第2学位制度などが導入され，多くの大学
のカリキュラム改革には単一専門分野の教育からいくつかの専門分野の複合式教
育への転換が見られる。しかし，市場経済への対策として導入されたこの種の教
養教育は主に基礎教育の強化，学生の就職の改善が目指され，人間形成のためで
はなかった。この点が文化資質教育科目との一番大きな違いと言えよう。
文化資質教育は資質教育の一部分であり，教育部の解釈によれば，高等教育に
おける資質の育成は，思想道徳の資質，文化資質，専門資質，心理・体の資質の
四側面からなっており，その中で特に文化資質を強調するのは，従来の偏狭な専
門教育に対する反省であり，各専門における文化資質教育に対する強化でもあ
る(15)。1995年，教育部は52の大学を資質教育実験校に指定し，文化資質教育を実
施し始めた。そして， 1998年4月10日，教育部が『大学生の文化資質教育の強化
に関する若干意見』を発表し，同年5月，全国に推し進める方針を固めたのであ
る。
文化資質教育は，導入当初は主に講座と社会実践活動という形で実施されてい
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るが，その推進に伴い，文化資質教育に関する選択科目の増設が主流となった。
開設科目には人文・社会分野の科目が多く，学生に人文的な素養を涵養するほか
に，市場化の推進によって生じた道徳観低下を防ぐことも重要な目標であった(16)0 
文化資質教育科目の導入により，新しい教養教育科目が初めてカリキュラムの枠
内に取り入れられ，カリキュラムに不可欠な部分になったのである。
このように，市場化への対応に伴い，学科間知識の統合を目的とする新形式の
教養教育が導入され， 90年代半ばから，さらに人文教育重視の文化資質教育が導
入されたのである。それにより，教養教育の役割には社会主義後継者の養成だけ
でなく，学科間知識の統合，道徳水準の向上などの新機能も加えられるようにな
った。
2 -2 1998年以降の高等教育改革と教養教育の変化
1998年以降，中国の高等教育を取り巻く環境が大きく変わり，教養教育の改革
もその影響を受け，新たな変化が見えてきた。
まず，政府の大衆化政策により， 1999年から普通高等教育機関の募集定員が激
増し， 2000年には1998年 (108.36万人）の約2倍 (220.61万人）となり， 2002年
にはさらに320.50万人と1998年のほぼ3倍に達した。大衆化による教育の質の低
下に対する危惧から，教育部は一連の措置をとっていたが(17), 各大学にとっても，
質を保ちながら多様な学生のニーズに対応することがカリキュラム改革の重要な
目標となっていた。
次に，グローバルな競争に勝ち抜くため， 1998年，国家教育部は「985プロジ
ェクト」を立ち上げ， 9つの主要大学に莫大な経費を投入し，世界水準の一流大
学を作ろうとした。これは，知識経済が主導である21世紀では「国家の総合国カ
と国際競争力がますます教育・科学技術の発展に依存する」が，「国際レベルの創
造型人材の欠如がわが国の競争力と研究開発力を制限している」 (18)と認識されて
いるからである。プロジェクトは1999年から2001までの三年間，北京大学と清華
大学の 2校に18億元を投入した。その年間投資額は北京大学と清華大学の年経常
経費の 6倍に相当していた。「985プロジェクト」には後に 7校を， 2000年からは
更に20校余を加えたが，このような絶大な支持を受けた重点大学はキャンパスネ
ットワーク，図書館や実験室などの施設の面を整備すると同時に，世界の一流大
学にふさわしい人材養成制度についても研究・エ夫し，グローバルスタンダード
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に接近しようとさまざまな改革を試みたのである。北京大学の元培計画もこの
「985プロジェクト」の中で現れたのである。
大衆化政策と「985プロジェクト」に並行して， 1999年6月13日に中国共産党
中央・国務院が発表した『教育改革の深化及び資質教育の全面推進に関する決定』
（以下『資質教育決定』と略す）も教養教育改革を大きく促進した。『資質教育決
定』は，高等教育段階における「人文素養と科学資質」の涵養，「課題探求・解決
能力，実践能力，起業能力」の育成を強調し，従来の知識の伝授から資質・能力
の養成へと教育観の転換をもたらした。これは90年代初頭から提唱された資質教
育の延長線上にあり， 1995年以来各大学で盛んに行われた人材養成方式や教育観
に関する論議の成果でもある。
資質教育の提唱は理念レベルに止まらなかった。 1999年以降，資質教育の目標
を実現するために，教育部の主導で全国の大学が大規模に教学計画を修正し，一
部の大学は多様なニーズに対応するために弾力的な学習制度を導入した。これら
の改革により，文化資質教育科目が更に体系化され，学生に自主性を持たせる単
位制やダブルメジャー制度，一定範囲内の専攻選択，段階を分ける卒業制度も多
くの大学で実行されるようになった。
このように，基礎科目と文化資質教育を強調する90年代中期のカリキュラムと
比べ， 1999年以降に改訂されたカリキュラムは学生の課題探求・解決能力を育成
するため，資質教育と学生を主体とする教育を重視する傾向が見られる。
北京大学の改革はこのような背景の下で誕生し，これらの政策の影響を受ける
のが当然である。実際，以上述べた資質教育，学生を主体とする教育の理念は元
培計画の理念の核心部分をなしているのである。
3. 元培計画の理念と内容
3 -1 北京大学全体の改革案
1999年11月，北京大学は「985プロジェクト」の目玉として学士教育の改革を
打ち出し，その具体的な目標と実施方法を検討するために，北京大学学士教育発
展戦略グループ（以下，戦略グループと略す）を結成した。戦略グループは，教
育改革に関心を持ち，国内外の教育に詳しい学内の20名の教師からなっており，
その構成を見ると， 1950年代の専門教育中心の大学教育を経験した熟年教師陣と
1980年代以降，国内或いは欧米の有名大学で博士号を取った中堅教師陣が2つの
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柱となっている (19)0 
戦略グループが発足して初めて検討した課題は，全学共通の教養科目の導入で
ある。現存の学士教育の体制はすでに学問の発展と21世紀の知識型社会に対応で
きなくなり，世界一流大学に追い付くには狭い専門家教育から幅広い教養教育に
転換しなければならないという認識により，現代人に必要な資質を強化するよう
な教養教育選択科目を導入することが急務になっていたからである (20)。
このことについて，教養教育選択科目を導入する際に発行した『教養教育選択
科目シラバス』 (21)には，以下のように従来の専門家養成制度の見直しと高等教育
の発展方向の両方面から教養教育の必要性が訴えられている。「わが国の現在の学
士教育の主な弊害は，専攻の細分化，知識構成の単一化，教養教育の欠如，基礎
学識の狭さである。このような弊害は修士，博士などのハイレベルの人材養成に
深刻な影響を与えただけでなく，知識の幅が広く，適応力が強く，思考力と創造
力を有する人材に対する現代社会の需要にも応じられなくなる。現代高等教育の
発展方向は，学生にある種の専門知識を教えることでなく，持続的に知識を求め，
知識を創造する能力と資質を育成することである」。そして，このような専門家養
成制度の弊害を改革するために，「『基礎を強化し，専攻の幅を広げ，レベルに分
かれて育成し，個性に応じて教育する』”という方針の下で」，北京大学学士教育全
体において，「専攻と学科の壁を破り，単一専攻のスペシャリストの教育から教養
教育の全体化に転換することを目指」し，学士教育に資質教育を志向する教養教
育選択科目を導入することにより，「学生に異なる学科領域に触れさせ，基礎知識
を広げる」ことが期待されている。
以上の説明から，後に元培計画の理念となる北京大学の学士教育改革の理念が
窺える。それは，単一専攻のスペシャリストの教育を代替するものとして，「教養
教育の全体化」を掲げたのである。「教養教育の全体化」は専門教育を含むカリキ
ュラム全体の「教養化」を指すものであり，その目的は専門知識の伝達ではなく，
能力と資質の育成である。ここに『資質教育決定』の影響が見られるのである。
また，北京大学学士教育の改革理念には学士教育の位置づけに対する新たな認
識も含まれている (22)。北京大学は大学教育の目標を各業界のトップレベルの人材
を育成することに設定し，その目標を学士教育と大学院教育の二段階を通して達
成しようとしている。その中で，学士教育は高等教育の基礎教育段階であり，幅
広い基礎知識を習得し，科学的方法と人文的素養を身につけた，課題探求・解決
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能力が強く，独学能力，実践力，適応力を備えた資質の高い人材を育成すること
を目的としている。そのため， 1 -2年生には教養教育と基礎教育を， 3-4年
生には幅広い専門教育を行い，教学計画およびチューターの指導の下での科目自
由選択制度，単位制度を段階的に全学に導入することが北京大学の学士教育改革
の目標となっていた。この改革理念の背景には，大衆化による大学院の拡充があ
る。 1990年からの10年来，北京大学の学士課程の募集人数はほとんど変わらず，
毎年2500人程度であるが，大学院の募集定員は1990年の852人から2001年の3203
人(23)に急増している。他大学に比べて，北京大学が一足早く研究大学の条件を整
えたと考えられる。
以上のような理念の下で， 21世紀の初頭に，北京大学は2つの改革案を発表し，
学士教育の抜本的な改革を行った。各専門分野の特徴を理解し，専攻を決める手
がかりとして導入したのが教養教育選択科目 (24)であり，学士教育全体の実験モデ
ルとして発足したのが元培計画である。
3-2 元培計画の理念
元培計画の最初の構想は，全学レベルで「文理学院」を設立することであった。
しかし，新制度を全学に導入するという意見が反対を受けたので，まず実験クラ
スを発足させることになったのである。元培計画実験クラス（以下「実験クラス」
と略す）は2001年度にスタートした時，学内から新入生を募集したが， 2002年度
以降は元培計画実験クラスの名称で大学受験生を直接募集することになっている。
自由に専攻を選択できるという利点があったため， 2002年度に直接募集が実施さ
れて以来，たちまち注目を浴びるようになり，実際に募集した人数は年々募集定
員を上回っている。
以下，元培計画の理念について分析し，その特徴を明らかにする。
元培計画のホームページには，元培計画の理念が以下のように掲げられている。
「元培計画は未来の社会の発展に必要な人材像に着目し，『人間教育を基本とし，
徳育を優先し，業務に精通する』という教育理念の下で，新しい人材育成方式を
通し，基礎がしっかりしており，能力が高く，資質の高められた一流の学士課程
の卒業生を育成し，彼らが高等教育全体の教育(25)を受けた後，国際競争力のある
優秀な人材になるための基礎を築きあげ…同時に経済建設と社会の発展に適応で
きる優秀な卒業生を養成することを目標とする」 (26)。この理念を前述した北京大
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学学士教育改革の理念と合わせてみると，以下のことが読み取れる。
まず，「未来の社会の発展に必要な人材像」とは，前述した「幅広い基礎知識を
習得し，科学的方法と人文的素養を身につけた，課題探求・解決能力が強く，独
学能力，実践力，適応力を備えた資質の高い人材」を指していることが明白であ
る。このような人材を養成するためには，能力と資質の涵養が重要とされている。
次に，元培計画の教育目標には，前述した学士教育の位置づけも反映している。
これは，卒業生の進路について，「高等教育全体の教育を受けた後，国際競争力の
ある優秀な人材になる」ことを先に考えていることからも窺える。しいて言えば，
学士教育を教養教育中心に再編する理由は，「決して専門教育を否定するものでは
なく」，高等教育全体から見て，「専門教育は…最終的には大学院教育で完成すべ
き」 (27)だからである。つまり，元培計画では，教養教育の一番重要な目的は専門
教育のための基礎を築き上げることである。
最後に，科目や専攻の自由選択により，元培計画は「人間教育を基本とする」
（原語は「以人力本」）教育理念を提起した。この理念については， 2002年度の全
学教養教育科目のシラバスに以下のように書かれている。「大学が育成した人材
は，社会各方面の需要に応じる能力を備えるだけでなく，学生自身の多様な生活
目的にも達するべき」であり，そのため，学生は「専門の学術訓練を受けるだけ
でなく，幅広い教養教育も受けなければならない」のである。また，「現代社会の
流動性と開放性により，個々人は人生の中で，常に生活様式を選択し，また再選
択をしなければならない」ので，「若者に学士段階で生涯の職業を決めさせること
は不合理的である」と専攻を職業と直結する専門家養成制度を否定し，従来の専
門家養成制度により生じた高等教育を道具化する傾向に対し，「人間の生活は機械
的な技術過程ではなく，個々人の主体的な自由選択と決断の過程である」と強く
批判した。ここにおいて，専門家養成教育に対する批判は，既に市場経済への移
行による制度レベルの批判を超え，専門家養成教育の理念レベルの批判へと飛躍
したのである。また，この「道具化する」教育観と「人間教育を基本とする」教
育観について，北京大学共産党書記・教育学院院長因維方氏が2006年に出版した
研究報告書の中で更に詳しく述べていた。つまり，「人間教育を基本とする」教育
観が「教育と人類全体及び個人の福祉・自由との直結を重視する」教育観であり，
それに対応する高等教育の教育方式は科目・専攻の自由選択や教養教育の強調な
どで特徴づけている (28)。元培計画の場合，「人間教育を基本とする」教育理念の
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下で，学生を主体とする教育を試み，学生に科目や専攻，在学期間を自由に選択
する機会を提供していた。これが中国の高等教育改革においては画期的である。
3-3 元培計画の履修制度とカリキュラム編成
3-3-1 元培計画の履修制度
元培計画は，上記の教育理念を実現するために，以下のような自由選択制度を
設定した。
① 完全単位制の実施。北京大学は80年代から単位制を導入したが，学年単位
制を採用していたので，規定された年数を満たさなければ，卒業できないこ
とになっていた。元培計画において初めて完全単位制度を導入したのである。
② 導師制の実施。指導教官が学部教育の全過程を指導し，専攻の選択から学
習内容，方法までを指導する。元培計画の指導教官は，全て学長が各学部か
ら招聘した優秀な教授であり，現在では，北京大学の全ての学部に実験クラ
スの指導教官が存在している。
③ 弾力的な学年制の採用。実験クラスの学生は指導教官の指導の下で， 3-
6年の学習計画を制定し，早い場合は3年間で卒業できるようになっている。
④ 専攻の自由選択。実験クラスでは，入学時，文科系と理科系だけに分け，
専攻を決めないが，原則として第4学期までに本人の希望によって専攻を決
めることになっている。
実験クラスは学生が自由にカリキュラムを組み合わせ，自分の進度に合わせら
れるように，弾力的な学年制度をとっていた。これらの諸制度の実施が教養教育
の実施にゆとりを与え，学生の個性を生かし，自主的に学習するように便宜を図
ったのである。
3-3-2 元培計画のカリキュラム構成
実験クラスは， 2001年度に発足した時に独自の教学計画を実施したが， 2003年
度以降，基本的に各学部の教学計画に従うようになってきた。以下は，この2種
類に分けて実験クラスのカリキュラム編成を考察する (29)0 
① 2001年度と2002年度入学の学生の場合
2001-2002年度における実験クラスのカリキュラムでは，最初2年間の教養教
育は 1)全学必修科目， 2)教養教育科目， 3)実験クラス基礎科目， 4)各学部の基
礎科目の四種類からなっている。この中に， 1)と2)は全学共通であるが， 3)の実
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験クラス基礎科目は，理科系には高等数学，物理学，化学，生物学の4科目，文
科系には高等数学，古代漢語，論理学と批判的思考，学術規範と論文作成の4科目
が設定されている。 4)は学生が他学部から自由に選択して履修するものである。
そして， 3年時に専攻を選択した後，各学部が実験クラスのために制定した教
学計画に従うことになる。この時期に各学部の卒業単位数はおよそ150-160単位
であるが，実験クラスの学生の卒業単位数は140-150単位と各学部より少ないの
である。
② 2003年度以降入学の学生の場合
2003年度の全学教学計画の調整により，卒業単位数は全体的に130-140単位ま
で下がってきたので，実験クラスも独自の教学計画を中止し，基本的に各学部の
教学計画に従うことにした。
2001年度のカリキュラムに比べ， 3つの変化が見える。 1)前述した実験クラス
の基礎科目はレベル別に履修するようになった。これは学生が自分のレベルに合
わせて自由に選択できるように変えたということもあるが，各学部の要求するレ
ベルが違うことが主な原因であった。 2)各学部の卒業単位数と一致するようにな
った。 3)実験クラスの基礎科目が他の学部の専門基礎科目を代替できるようにな
った。
元培計画のカリキュラムは， 1年次から順番に専門基礎科目，専門科目を履修
する他の学部のカリキュラムと違い，最初の 2年間は教養教育科目と独自の基礎
科目が主となっている。それゆえ，幅広く教養教育的な科目を履修できる利点を
持つ一方，カリキュラムの一貫性が欠如しかねないのである。また，一部の専門
基礎科目が専攻を決めた後で履修することになるので，専門科目を学習する時に
内容の深いものを先に勉強するという問題を引き起こし，実験クラスの学生に学
習の負担をかけた。
4. 元培計画の問題点
4-1 元培計画管理委員会(30)報告書が指摘した問題点
元培計画は2001年度に実施されて以来，早くも多くの問題が浮上した。 2004年
5月16日，元培計画の問題を早く解決して全学への適応を促進するために，北京
大学は元培計画検討会を開いた。この検討会における元培計画管理委員会（以下
「管理委員会」と略す）の報告書によると，元培計画の制度上の問題点は主に以下
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2つの方面に現れている。
最も大きな問題は 2つの制度の衝突である。実験クラスは他の学部と異なる制
度を実施するため，他の学部の科目を選択する際に受講人数や時間が重複したり，
専攻を決めた後に専門基礎科目を元培計画実験クラスの必修科目で代替したりす
ることなどは，全て他の学部との連携が必要である。 3年次に他学部へ編入する
とき，問題が特に多かった。例えば，理科系の生物，数学，物理，文科系の経済，
管理，或いば法律など人気のある専攻に学生の希望が集中したので，北京大学は
成績などにより順番を決めることにしている。しかし，このようにすれば，学生
は早い段階から専門科目を履修したり，難しい科目より単位と成績の取得しやす
い科目を選択したりすることになる。これは，教養教育の理念に反することにな
る。
もう 1つは，管理制度の問題である。実験クラスには専任の教員が配置されて
いないので，実験クラスの必修科目も他の学部の基礎科目で代替されている。ま
た，管理委員会のスタッフはスタート当時3人しかいなく，管理の権限も明確に
していなかったので，事務管理が混乱しているのは当然である。
管理委員会の報告した問題点はほとんどが実務的・技術的問題であった。元培
計画が教養教育改革の重要な実践として，既に北京大学内に止まらず多くの大学
改革に影響を及ぼしている。この意味では，もっと広い視野で元培計画の理念と
制度を考える必要がある。次節では，教養教育の理念の観点から元培計画を考察
する。
4-2 元培計画の理念と制度に内包する課題
まず，元培計画の理念の問題について考察したい。元培計画では，「人間を基本
とする」教育観を提起しながら，それを科目・専攻の自由選択制度に止まり，教
養教育の理念の中に反映していなかった。つまり，元培計画の中の教養教育は，
ただより高度な専門教育を受けるための手段に転じてしまい，「人間を基本とす
る」教養教育にならなかった。これが元培計画の理念の限界とも言えよう。
次に，元培計画の導入した「教養教育制度」に内包する課題を考察する。前述
した管理委員会が指摘した問題点は全て学士教育における専門家養成制度と「教
養教育制度」の不整合と読み取れる。それは，専門家養成制度では，学部が管理
運営の基本単位であるので，学生の学習に関する全てが学部で管理することに関
-64-
係あるからである (31)。実際，学生のクラス分け，宿舎の管理，時間割の設定，乃
至教師の利益分配など全て学部単位で決まるものである。教養教育制度が専攻と
科目の自由選択制度を実施するので，各学部との利益の衝突が大きな壁となって
いる。これは，北京大学だけの問題ではなく，教養教育改革を実施する全ての国
立大学において，多かれ少かれ抱える問題である。それゆえ，元培計画の全学適
用は各学部の内部に止まり，学部の壁を取り除き，全学の文理学院を設立するの
が困難であった。それは，他大学の改革を見ても同じである。
さらに，教養教育制度の導入は中国の教育制度全体の改革課題を提起した。そ
れは，中等教育と大学院教育に起因する元培計画の理念と制度の形骸化である。
1つは，中等教育に起因する専攻自由選択制度の形骸化である (32)。中国では，
高校段階から既に文科クラスと理科クラスを分けていたため，文科系と理科系の
学生の知識的基盤が違っている。元培計画では，理科系の学生が文科系の専攻を
選択することも，文科系の学生が理科系の専攻を選択することも制度的には保障
されていたが，こうした文・理科系の違いは専攻選択に大きく影響を与えた。実
際，三年次の専攻選択の際，理科クラスの学生が文科系専攻を選ぶことはまだあ
るが，文科クラスの学生が理科系専攻を選ぶケースは非常に少ない (33)。学生の履
修科目を見ると，理科系の学生が文科系科目を積極的に選択するように見えるが，
文科系の学生は高等数学とコンピューターのような必修科目以外，ほとんど理科
系科目を履修しなかったのである。
もう 1つは大学院入試に起因する教養教育の形骸化である。現在の大学院入試
は，まだ専門科目を重視しているので，元培計画実験クラスの学生は他の学部の
学生と比べ不利な立場に置かれている。そのため，実際に教養となる科目を選択
するより，学生は単位や高成績の取りやすい科目を選択する傾向があり，教養教
育の実施は難しくなっていた。 2005年度，元培計画実験クラスの最初の卒業生73
名，就職した学生は19人しかおらず，他は全て留学したり，国内の大学院に入学
したりしている (34)が，北京大学の大学院に進学した学生の多くは推薦入学によっ
ていたのである。
このように元培計画は，中国の現在の専門教育中心の教育制度と元培計画の実
行しようとする教養教育制度の矛盾を端的に表し，中国教養教育改革の今後の課
題を提示したのである。
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4-3 全学推進計画ー中国教養教育改革への影響
現在，元培計画の学生募集方式，導師制度，単位制度と弾力的な学年制度がす
でに北京大学全学で運用され始めた。北京大学は，元培計画の文科系・理科系の
両分類で学生を募集する方式を修正し， 2003年度から外国語学部と医学部以外，
全て学部の名称で募集するようになった。また，単位制度と弾力的な学年制度も
元培計画と変わらないまま全学に広がり，導師制度も2004年度から全学に適用す
るようになった。これは， 2つの制度が統一に向かって少しずつ進んできたと言
えよう。しかし，前述したように，これらの改革は結局学部の内部に止まり，解
決すべき課題はまだ多々ある。
一方，元培計画の影響を受けて， 2005年度以降，多少の違いを見せながらも，
学部で学生を募集して， 2年後に学部内で専攻を決める学生募集制度が中国高等
教育改革の潮流となり (35), 専門教育だけを重視する学士教育から「教養教育を基
礎に専攻へ発展する」学士教育への転換が中国高等教育の大きな課題となってき
た(36)。その理由は，教養教育制度が1999年から提唱された資質教育，「課題探
求・解決教育」に相応しい制度であるという認識の他に，大衆化がもたらした厳
しい就職状況の下で，専攻の幅が広いほうが有利であるということも考えられて
いる。しかし，大衆化・多様化の進んでいる今日の中国において北京大学のモデ
ルはこれからの改革の方向を示したものであるとしても，すべての大学が模倣す
べきものではないという声もある (37)0 
5. まとめと課題
元培計画は，「ここ20年来ではじめてソ連モデルの実質上の突破である」と称
賛されている (38)ように，従来の専門家養成制度からの転換を図り，学士教育にお
いて初めて教養教育を中心にカリキュラムの編成を試みた実験である。しかし，
以上述べたように，旧制度との衝突の中で，元培計画には様々な問題を抱えてい
た。実施過程に現れた元培計画の諸制度と旧制度の衝突が学士教育内部の問題と
してとらえられるが，それに対して，元培計画の教養教育理念と制度を形骸化し
かねない致命的な問題は学士教育と大学院教育，高校と大学の接続にあると言え
る。つまり，元培計画の導入した教養教育制度は，学士教育だけでなく，教育段
階全体を視野に入れる改革の必要性を提起したのである。これは，中国がこれか
ら教養教育改革を推進する際に示唆を与える観点である。現在，北京大学では，
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3学期制の導入や全学の時間割の調整などの管理制度の改革により，学内におけ
る制度上の衝突は既に少なくなってきた。また，全国範囲の大学入試の改革(39)や，
高校段階への選択科目の導入などにより，接続の問題は既に解決の方向に向かっ
ているように見える。中国の国立大学における北京大学の位置づけを踏まえるな
らば，元培計画は決して専門家養成制度を改革する唯一のモデルではないが，元
培計画の提示した教養教育制度は中国の学士教育改革に1つの方向を示したものと
言えよう。
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